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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
受講開始時点での全般的な学習目標は、現在ほぼ達成できたと思いますか？　「あまり思わない」の２名は専門や所属機関から察するに、スクールに対してミスマッチだった可能性大。
原子力の総合的知識は十分身についたと思いますか？「あまり思わない」の１名は、講義内容が簡単すぎた可能性大。
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